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金融知識 

 

  

C05 自治体職員のための金融基礎講座（資金運用のリスクと管理（理論編））_R7 

平均所要時間 ６０分 

対象業務 財政、起債、資金運用、地方公会計、公営企業各事業、管理職の方 

難易度 ★☆☆ 

学習の目的 ・資金の管理・運用の際には、金融機関への預貯金、国債、地方債などの債券といった金融商

品が対象になる。それら金融商品のリスクについて理解する。 

・リスク管理（リスクマネジメント）の考え方と、都道府県・指定都市に求められている内部統制

について理解する。 

・資金運用の前提となる資金管理の基本について理解する。 

前提知識 特になし 

学習目標 「学習の目的」を理解した上で、現実の資金運用のリスクマネジメントに活用する。 

コース構成 １章 金融商品のリスク １：金融商品のリスク ［5：26］  

金融商品のリスク ／ 金融商品の主なリスク ／ 金融商品の性格 ／ 【参考】 主な資金運

用商品のリスク比較 

 

１章 金融商品のリスク ２：地方自治体の資金運用 ［3：52］  

地方自治体の資金運用の留意点 ／ 法令が求める資金の保管・運用の原則 ／ 【参考】歳計

現金にかかる規定等 ／ 【参考】基金（積立金）にかかる規定等 ／ 歳計現金と基金の特徴

と留意点 ／ 【調査結果】地方自治体の運用状況（アンケート結果） ／ 法令等から想定され

る自治体の運用商品 

 

２章 地方自治体での資金運用のリスクマネジメント ３：リスクマネジメント ［4：25］  

リスク管理（マネジメント） ／ リスクへの主な対応策 ／ 【参考】リスクを抑える方法（分散） 

／ リスクマネジメントに必要なもの ／ 【調査結果】資金運用のリスクマネジメント状況 

 

２章 地方自治体での資金運用のリスクマネジメント ４：内部統制とリスクマネジメント  ［1：25］  

内部統制に関する地方自治法の改正 ／ 【参考】内部統制の 4 つの目的 ／ 【参考】内部統

制の 6 つの要素 

 

３章 資金管理と運用効率 ５：資金管理の重要性 ［8：00］  

資金管理とは ／ 【参考】資金管理により期待される効果 ／ 公金管理運用 ／ 資金計画

と運用例 ／ 歳計現金の一時的資金不足への対応 ／ 団体全体の資金管理 ／ 基金の一

括運用 ／ 一括運用の効果 


